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審査委員長 谷川 彰英

第３４回「東書教育賞」の
審査を終えて

　第34回東書教育賞受賞の先生方、本日は誠に
おめでとうございます。心よりお祝い申し上げ
ます。私は、中央教育研究所の理事長として、
また審査委員会の審査委員長を務めましたので、
その立場からICTを除いた全体の感想と、小中
学校の最優秀賞の２編の論文について講評を述
べさせていただきます。
　小学校の最優秀賞は熊本市立日吉東小学校、
田山雅博先生。「『社会に開かれた教育課程』の
実現を『総合的な学習の時間』から」というタ
イトルで、現代のカリキュラム・マネジメント
の事例として、見事に展開されております。こ
のあとで中学校も紹介いたしますけれども、最
優秀賞に関しましては、例年ですと本当にいろ
いろな意見が出されて議論を尽くすところです
が、今回のこの２編の最優秀賞に関しましては、
非常に高い評価を得、異論なく決定いたしまし
た。
　2016年に熊本の大地震が起こって、その翌年
に田山先生が日吉東小学校で実践をやろうと
なったそうです。ところが、たまたまその時期
に新聞記事で、明治22年に同じ地域に熊本の大
地震が起こり、その大地震にまつわる数え歌が
作られて伝承されてきていたということがわか
りました。そこで現代風の熊本の大地震の数え
歌を作ろうという活動が始まったということで
す。きわめてはっきりした意図で、多様な活動
と緊張感の中でも非常にのびのびとした子ども

たちの姿が描かれていて、見事な実践だったと
いえると思います。また、新学習指導要領との
兼ね合いでいいましても、カリキュラム・マネ
ジメントの新しい方向を示しているということ
で、たいへん示唆に富んだ実践になっておりま
した。数え歌は１から20まで作っているのです
が、一つだけ紹介します。１番「石垣瓦天守閣
／熊本城は崩れ落ち／最後に残った石一つ」。
こういう歌も子どもたち自身が調べながら作っ
ていったという実践です。
　中学校の最優秀賞は、埼玉県所沢市立三ヶ島
中学校の校長先生、沼田 行先生です。「未来
を拓く学校づくり　朝鑑賞を土台としたチーム
ミカジマの挑戦」。これも見事だと私は思いま
した。朝鑑賞とはどういうことかというと、金
曜日の朝10分間、教室で先生と生徒が美術鑑賞
し、日ごろ語り合えないような話をしていく中
で、いろいろな考えが浮かび交流ができるとい
う、そういう活動を毎週１回だけやるというこ
とですが、これは他教科との連携を生む、ある
いは高校や大学との連携を生むところまで発展
しているんですね。私はこの実践を拝見してい
て、沼田先生の学校経営能力はすごいなと思い
ました。私自身は筑波大学の最後は附属学校11
校の校長たちを管理・運営する教育長という立
場でした。その経験からいいますと、学校経営っ
てそう難しい話ではなくて、すぐできることは
結構いっぱいある、すぐできることに自信を
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もって着手できるかどうか、その点でこのささ
いな10分間の活動に着手されたことは、非常に
共鳴をさせていただきました。
　生徒の感想です。「この時間は自分と向き合
い、考えることのできる貴重な時間です。この
時間があることが、ふと立ち止まれたり、友達
の意見に対して『そうだね』と共感できたり」。
思春期の自分たちが、素直に反応を考える、恥
ずかしい点もあるし、難しいこともあるし、意
見がでなくても、感じる心と考える心が着実に
身についています。思春期にある中学生の心に
沿った実践だったのではないかと思います。
　最後に全体を通じてお願いがあります。この
東書教育賞は、現場の先生の声を聞く機会なの
です。いま、教育課程の改訂時期でもあります
ので、どうしても上からの情報が一気に流れて
くるのですが、本当はやはり現場の声を聞きた
い。先生方にお願いしたいのは、やはり現場が
どういうふうにこれからの教育実践に対する指
針を出せるか。千石社長が先ほど申し上げまし
たように、これからの日本、たいへんな課題が
いっぱいあります。
　たまたま今回、兵庫県の先生方の受賞者が２

編ありました。実は、私が印象に残っている兵
庫県の先生に、東井義雄先生とおっしゃる先生
がいました。もう大昔の方です。学生時代に、
東井先生の『村を育てる学力』という本を読み
ました。いま学力調査をさかんに行っています
が、秋田県や福井県といった学力調査で点数の
高いところにかぎって、子どもたちは県外に流
出しています。学力を高くすればするほど、県
内に残らない。そこに、人口減少という大きな
課題が生まれ、結果として子どもは減っていく。
学校はなくなる。こういう状態がいま進行して
います。私はこの東井先生の『村を育てる学力』
を読み、それまでも「村を捨てる学力」という
ものがあったんだということを考えたときに、
この教師の炯眼、すごい眼力に感服しました。
実践の中から教育を見つめている、その眼の力
を東井先生はおもちでした。ぜひ先生方にも、
先生方の実践の中から新しい教育指標を現場に
広めていただきたい。そして来年さらに頑張っ
て、この東書教育賞の発表の機会を活用してい
ただき、日本のこれからの教育を考えていきた
いと思っています。本当に本日はおめでとうご
ざいました。

審査委員 赤堀 侃司

ICTに関わる
論文の総評

　受賞された皆さん、おめでとうございます。
私の担当はICT部門の総評です。小学校では優
秀賞の立命館小学校、正頭英和先生、おめでと

うございます。中学校では優秀賞の甲南高等学
校・中学校、村上仙瑞先生、おめでとうござい
ます。私からはその２編の講評をお話させてい
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ただきたいと思います。
　小学校優秀賞の立命館小学校は京都にある学
校です。ある日子どもから京都の観光を世界の
友達に公開したいという提案があり、Minecraft

（マインクラフト）というツールを使ってディ
スプレイの中で京都の建築物を再現しようと
なった。クラフトとは、ものを作る技術や技と
いう意味で、Minecraftは世界中で最も使われ
ているプログラミング言語だと思います。「清
水寺」や「金閣寺」など六つの建物をつくるこ
とにし、六つのグループでそれぞれの役割を分
担して、子どもたちはMinecraftで作業してい
く。しかも最後はアメリカのシアトルにある学
校やインド、マレーシアの学校とも連携して、
互いが作ったものを評価し合う国際交流にもつ
ながったということです。
　そして、私が驚いたのは留学生が来たときに
英語で観光ガイドをしていることです。これも
すごい学校だな、英語教育も熱心なんだと思い
ました。また、画面の中に、観光ガイドロボッ
トをプログラムすることにも取り組んでいます。
ロボットが実際に英語をしゃべっているのかど
うかわかりませんが、小学生がロボットを分担
して作っている。たぶんあと10年もすれば、こ
の子どもたちの世界は一変するだろうと思いま
す。AIやさまざまなビッグデータの技術が広
がり、もうロボットは普通になっているのでは
ないかという気がします。
　いまでもいろいろなロボットがあります。し
かし、ほとんどの小学生も中学生は、それがど
ういう仕組みで動いているのかは知らないと思
います。そこを、将来の仕事とは別に、いまの
この世の中は、どんな仕組みで動いているのか、
中身まできちんと理解していこうではないかと
いうことが、プログラミング教育の思想です。
つまり、ITという道具を道具として使うだけ
ではなくて、どんな仕組みで動いているのかを
考えてみる、その仕組みを知るということを、
子どもたちは観光ロボットを作るという活動の
中で、体得していったわけです。

　現在、たとえば掃除機でも洗濯機でも、スイッ
チを入れればいつも同じように動きます。電化
製品のほとんどは、スイッチを入れればいつも
同じように作動する。それは機械の中にその仕
組みがプログラムされているからです。そのプ
ログラムという仕組みが、この世の中を動かして
いることに子どもたちは気づいていきます。そ
うしたことを、Minecraftを使った制作を通して、
観光ロボットを作りながら子どもたちは理解し
ていったということに、私は大変感心しました。
　中学校優秀賞の甲南高等学校・中学校、村上
先生の実践は、数学の授業です。事の起こりは、
村上先生の記述によれば、「数学は将来役に立
つのですか？」と子どもが言ったという、どこ
でもある疑問です。たぶん役に立たないだろう
と、私も思ったことがあります。そこで村上先
生が紹介したのがNIE、新聞です。新聞の中で
数字の入った文章や表を読み取る力をつけ、活
用することを養うため、子どもたちに自分たち
がいかに漢字を知らないか、文章がわからない
か、気づかせる。つまり、新聞の中に、読解力
という国語の学習もあれば、数学の学習もある
と気づかせていくわけです。論文中の「生徒の
レポート」で紹介されたロケットの打ち上げが
失敗するという記事の中にも数字がある。他に
も天気予報、降水確率などいろいろな数字があ
り、野球を見れば打率の数字もあるでしょう。
このように新聞記事の中には、実に多くの数字
が含まれていることに、気づくわけです。
　私はある私立大学に６年間ほど勤めたことが
あります。その大学は、プロ野球の選手が出る
ような野球部がありまして、その学生を教えた
ことがあります。野球は好きだけど数学は大嫌
いというその学生たちに、レポートを書かせま
した。レポートといっても、パワーポイントで
教材を作りなさいという課題です。彼らが提出
する教材はもちろん野球なんです。打率だとか、
ピッチャーが投げる球のスピードだとか角度と
か、詳細な数字がいっぱい入っているような教
材を作るんです。なるほど、彼らは、数学は大
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嫌いだけれども、こと野球になったらプロ中の
プロなんですね。つまり数学は、自分がかかわ
る文脈や内容に常に関係しているということで
す。数字だけが独立しているということはない
わけです。たぶん子どもたちには、自分がかか
わる文脈の中で使われている数学は、学習指導
要領で言うならば、生きて働く知識になるんだ
ろうと思います。この論文ではそこに気づかせ
ていった非常に面白いメディアの活用ではな
かったかと思います。
　それからもう一つ、村上先生はシミュレー
ション教材を多く作られた。特にパワーポイン
ト教材で誤答例をたくさん入れたということ。
先生は気づいておられないかもしれませんが、
これは大変重要なことです。代表的な誤答例を
出して、なぜこれをこのように間違えたかとい
うことを議論させることは、正解を伝えるより
も、なぜ誤答したのかという頭の中のプロセス
をもう一度見直すことで、自分の学習スタイル
に気づかせていくわけです。この誤答例に注目
した点は、非常に優れた視点だと感心しました。
　もう一点は、反転学習を取り入れたことです。
反転学習というのは学校で用いたスライドを自
宅でもQRコードをつけてスマホなどで読み取
り、動画で学習することができるようにしたも

のです。短い動画だけれども、それで授業の振
り返りができ、学習習慣を身につけることがで
きたと感想を述べる生徒が多かったことは効果
があったと思います。実は、私は反転学習の研
究をしばらくやったことがあり、それを私は家
庭教師モデルと呼んでいます。スマホをタップ
したら先生の動画が出てくる。まるですぐそば
に先生がいて話しかけてくれるようなイメージ
です。だからそれは家庭教師のような効果では
ないだろうかと思い、しばらくそんな研究をし
たことがあります。
　いろいろな方法で、効果は違うけれども、学
習をもっと身近に、自分ごととして感じたとき
に、学習効果が上がり、同時に子どもの学習意
欲も全然違うものになります。そうした効果も
実証された点を高く評価したいと思います。
　ICTは道具です。だから本来は数学や英語の
学習目標に対して、どうやってICTという道具
を使って支援していくかということが大切に
なってきます。村上先生は、その本筋をきちん
とふまえてプログラミングや数学の授業をされ
たということに対して、私は大変感銘を受け、
敬意を表したいと思います。
　今日は、先生方、本当におめでとうございま
した。
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　ＩＣＴを除いた全体的な感想を述べさせてい
ただきます。一番感じますことは、応募のテー
マや内容は、時代を反映したものが多いという
ことです。
　一般に学校の先生方は、学校の中にこもって、
あまり時代の変化には敏感でないという傾向が
あると思いますが、応募される先生方は、意欲
的な方が多く、何ごとにも熱心で、時代の流れ
や要請にも敏感になっているように思います。
　今は、新しい学習指導要領の改訂で、授業や
子どもの学習の仕方が大きく変化しようとして
いる時期です。その流れを敏感に感じとった実
践が多かったと思います。
　特にアクティブ・ラーニング的なもの、すな
わち「主体的・対話的で深い学び」に関するも
のが多くみられました。この「主体的・対話的
で深い学び」というのは、抽象度の高い概念な
ので、具体的には幅広く解釈でき、実践でもい
ろいろ工夫のできることと思います。それだけ、
先生方の力量や実践の工夫がよく示せるキー
ワードのように思います。
　小学校の部で言いますと、最優秀賞の田山雅
博先生は「熊本地震復興数え歌」を児童に作ら
せるのに先哲の考え、児童同士、地域の人々と
の対話などを多く活用し、発表会や新聞での公
開という目標も設定して、人々に感動を与える
ものを完成させています。優秀賞の山本カヨ子
先生は、聴覚障害児が個性に応じて主体的に学

習するさまざまな工夫を音楽（楽器演奏等）で
行っています。また優秀賞の赤川峰大先生らは、
卒業に関わる各活動の「思い」を各自考え、そ
れを皆で共有することから「思い出、感謝とエー
ル、決意」という三つの思いに集約し、主体的
に卒業行事を行う実践を指導しています。
　中学校の部では、最優秀賞の沼田 行先生は
朝の美術鑑賞というユニークな実践を行い、生
徒が自由に表現し対話するということをされて
います。優秀賞の木場和成先生は、社会科の授
業で、既成の時代枠にこだわらず「新しい時代
区分をつくろう」という課題を生徒に提示し、
生徒が歴史的事象を多角的にとらえ対話しなが
ら歴史を深く考える実践をされています。
　それらの「主体的・対話的で深い学び」の工
夫、実践が高く評価されたのだと思います。ま
たこれらの実践には、いまの時代に求められて
いる教科横断的な視点やカリキュラム・マネジ
メントの視点も含まれています。これからの時
代の教育に大切と感じることを二つ、申し上げ
たいと思います。
　いまの時代、抽象的な教育論議より、具体的
で実践的なことが大事だと思います。ＮＨＫの
朝ドラが「モノづくり」（即席ラーメン作り）
の立花萬平を描いていますが、抽象的な理論や
イデオロギーではなく、実際の子どもの教育や
学習の実践やその成果が問われているように思
います。
　もう一つは、いま、厚生労働省の統計調査が
問題になっていますが、現実のデータをきちん
とした方法で集め考察することの重要性です。
最初に結論ありきのデータ収集ではなく、デー
タに語らせる実践や研究が必要だと思います。
　さらに、時代の要請に乗るだけでなく、各教
科の独自の論理の研究や実践が積み重ねられて
きていると思います。そのようなものも大切に
した実践も期待したいと思います。今回も、こ
のような要件を備えた応募の投稿が選ばれてい
ますので、これらが日本の教育実践のモデルに
なり、日本の教育のレベルが一層向上していく

審査委員

武内  清武内  清
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ことを願っています。

　東書教育賞を受賞された先生方、おめでとう
ございます。今回受賞されました先生方は、新
しい学習指導要領の全面実施を見据えての重要
なキーワードである「主体的・対話的で深い学
び（AL）」や「カリキュラム・マネジメント」
などの当面する課題に率先垂範してチャレンジ
し、子どもたちのためにと多くの時間を費やし
て研究・研修を積み重ねられ、素晴らしい成果
を上げていただきました。私からは、中学校の
部で優秀賞を受賞されました静岡大学教育学部
附属島田中学校の木場和成先生の教育実践研究
について講評及び感想を述べさせていただきま
す。
　木場和成先生、おめでとうございます。社会
科の授業を通して、テーマを「主体的に社会に
参加する生徒を育てる単元開発」として、学び
の質や深まりを重視した歴史学習の授業の在り
方や単元開発に取り組まれました。歴史的分野
で育成すべき思考力・判断力・表現力を「時期
や年代、推移、比較、相互の関連」や「現在と
のつながり」に着目して、学習過程で問題の工
夫や課題追求、解決する活動を重視しながらよ
りよい未来を創造しようという主体的な学習活
動に取り組まれた実践研究であります。
　社会科に必要不可欠な「いつ、どこで、誰に

よって起こされたか」、「前の時代とどのように
何が変わったのか」、「どのような時代だったの
か」、「なぜ起こったのか」、「どのような影響を
及ぼしたのか」という課題を子どもたちに投げ
かけることによって、当時の歴史を振り返った
り、現在とのつながりはどういうところかなど、
一人一人が思う存分考え、子どもたちがこれか
らの時代をたくましく生き、未来を創造できる
育成を図っています。
　歴史学習のまとめに位置づけ、歴史新聞を活
用して原始・古代、中世、近世、近現代という
時代区分を「政治」「生活」「文化」「外国との
関係」の四つの視点を設定し、各時代を多面的
に考察できるようにしました。ジグソー学習を
効果的に取り入れて、「新しい時代区分をつく
ろう」「歴史を学ぶ意味は何だろう」という二
つの課題を互いに学び合い、振り返ることで、
日本の国内・国外の動きを予測させ、未来を構
想しようとする態度を身につけさせました。
　四つの視点から統合的に捉えることによって、
日本の歩みを振り返り、これまでの日本が現代
社会に与えた影響やこれからの日本の進むべき
ことについても考えることができます。この学
習を通して、歴史学習や公民的分野への円滑な
接続もより可能になりました。この「政治」「生
活」「文化」「外国との関係」の四つの視点の設
定によって、「日本の歴史を大観する」ことが
できるし、過去と現在の関係についても、主体
的に考えられるようになりました。生徒のアン
ケートからもいままでの学習のまとめとして、
四つの視点から新しい時代区分を縦、横に見る
ことで歴史の整理ができましたし、学習の過程
で、友達の考えていることも知ることができる
ようになりました。日本の歩みを広い視野から
捉えることができるようになったという感想は
素晴らしいことです。この授業を通して、一人
一人の生徒が、より深い学びができるように
なった成果は何事にも変えられない収穫です。
　「歴史を学ぶ意味」について、より深い捉え
方ができるようになった今回の指導方法の成果
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は、公立学校の授業でも十分生かすことができ
ると確信しています。どうぞ、今後とも継続し
て、このような教育実践研究を続けられますよ
う期待しております。本日は、誠におめでとう
ございました。
　結びに、受賞された先生方の益々のご健勝と
ご発展を祈念して感想とさせていただきます。
おめでとうございました。

　審査委員の露木昌仙でございます。受賞され
た先生方、誠におめでとうございます。新たな
学習指導要領の趣旨についてはいまも、いろい
ろお話がありました。いま移行期間ですが、昨
年の４月から新たな総則に基づいて行うとされ
ています。改訂の大きな趣旨は総則に示されて
いるので、総則に基づいた実践がなされていな
ければいけないわけです。今回ご応募いただい
た論文を拝見すると、どの論文も学習指導要領
の新たな趣旨を押さえ、工夫されている。その
ことがよくわかる実践ばかりであったことを、
まずもって感じたところです。
　私は小学校教育に長く関わってきましたので、
優秀賞を受賞された神戸大学附属小学校６年部
の、赤川峰大先生、東夏姫先生、木下翔先生の
卒業単元を通した実践について所感を述べさせ
ていただきます。この実践は広く見るとカリ
キュラム・マネジメントに関わる実践という見

方ができるのではないかと思います。
　私も教諭として第６学年を担当したことがあ
ります。赤川先生が卒業に関わる学習や活動と
して示された内容に、やはり学年で協働しなが
ら取り組みました。すべての児童にいろいろな
活動を分担し、どの児童も充実感をもてるよう
に工夫した覚えがあります。
　赤川先生は、「よくあるこのような実践」を、
指導の観点を明確にし、一本の糸で括り単元を
工夫、開発されました。その一本の糸は、先生
の中では大きく３点あったのではないかと私は
感じています。１点目は、主体的な学びを促す
ためには、児童に教える際に三つの点を押さえ
ないといけないとおっしゃっている点です。ま
ず、子どもたちにしっかり活動の意義を理解さ
せること。それから、ただ主体的に考えなさい
というのではなくて、しっかり手掛かりを与え
ようとされている点。そして、そのための時間
をしっかり確保する。これが子どもたちに主体
的に考えさせる上で重要ですと明確にされてい
る点です。
　２点目に、いろいろな実行委員会に分かれて
協議し、それを学年全体に提案し、子どもたち
全員で協議する、子どもたちのさまざまな対話
を、実行委員会ごとの内容に応じて工夫してい
るなど、対話的な学びということを意識した実
践となっているということです。
　３点目は、なんでも子どもたちが主体的に考
えればいいということではなくて、教えること
と児童が考えることをしっかり明確化しなけれ
ばいけないとしている点です。このような３点
を明確に押さえ実践している点がすばらしいと
思います。
　小学校におきましては、英語科の発足などに
伴って、週あたりの教科の時数をどうやって工
夫するかが大きな課題になっており、特別活動
の時間は削減されがちな状況にあります。その
ような中でしっかり特別活動の単元開発に取り
組み、工夫して児童に主体的な活動をさせよう
とされていることは、非常に意義あることだと
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思います。
　何か新しいことをするのではなく、これまで
の実践を構造的に整理するというあたりが、公
立学校にとっても大変参考になる実践であり、
大きく評価できる点ではないかと感じたところ
です。ご受賞誠におめでとうございます。

　鳥飼玖美子と申します。本日は誠に受賞おめ
でとうございます。いまご紹介がありました山
本カヨ子先生の論文は、聴覚障害児、つまり耳
に障害があって音が聞こえない児童に音楽を学
ばせる、授業でその子どもが音楽を学ぶことが
できるようにするという実践についてです。さ
まざまな試みが紹介されているわけですけれど
も、この論文がすばらしいと思いましたのは、
実践を支える理念です。
　いま日本を含めて世界で、「多様性」（diversity）
が重要であると言われています。障害のある人
も健常者も、女性も男性も、文化が異なる人々
も、いろいろな人たちがみんな入って多様であ
ることが持続可能な未来につながるんだという
ことで、多様性が重視されています。しかし最
近になって、それだけでは駄目だ、「多様性」
というお題目を唱えているだけでは何も起こら
ない、実際に差別がある、それをどうするかと
いう問題提起がなされています。そこで、キー
ワードは「インクルージョン」（inclusion）。イ

ンクルード（include）する、中に入れる、日
本語では「包摂」とか「包含」という言葉を使
うかと思いますけれども、実際に社会なり組織
なりに入って、その人が生き生きとのびのびと
自分の力を発揮できるような環境を整えなけれ
ば、いくら多様な人々を数だけそろえても無意
味であるということで、海外ではすでにさまざ
まな試みが行われ始めています。
　山本先生の論文はその先駆けを行くようなも
ので、「インクルージョン」を授業で実践して
いると私は理解しました。これが学校教育で
もっと広がり、社会で広がらなければいけない
と考えています。
　その観点を踏まえて全体として感じたことを、
一つだけお話ししておきます。よく「柔軟性が
必要だ」と言われます。もちろん教師は柔軟で
あるべきですが、子どもたち、生徒たちにも柔
軟性は必要です。いまの世界は本当に、明日ど
うなるかわからない。世界が一体どうなってし
まうのか、価値観でさえも根こそぎ変わってし
まうような不確実な時代にあって、どうしても
身につけていなければならないのが柔軟性だろ
うと思います。それを学校現場でどのように育
成していくか。結局それは主体的であることに
つながってくるのですが、多くの論文を見ます
と、主体性を大事にする、生徒中心であると言
いながら、やはり先生方は親切にきめ細かく丁
寧に指導なさるんですね。それはよいことなの
ですが、手間をかけて指導していく中で、決ま
りや規則を作ってそのレールに乗せて生徒たち
にいろいろな試みをさせる。でも、それでよい
のだろうか。決まりを守ることは大事なのだけ
れども、日本のこれまでの教育を振り返ってみ
ると、与えられた決まりをしっかり守ることを
求めます。けれど、不確実な時代になったとき
にそれだけでは対応できない。日本では当然と
されている常識が世界の非常識ということもあ
るわけですから、児童や生徒が自分で主体的に
判断し柔軟に対応する力が必須です。そういう
意味で少し、世界の流れを見据えた教育のあり
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方も、日々の授業の中で考えていただけると大
変ありがたいという気がいたします。
　先生方にこれまでのご尽力に対して感謝申し
上げると同時に、今後もそういった意味で広い
視野から、不確実な時代に生きていく子どもた
ちが何を学んだらいいのかについて、考えてい
ただけたら嬉しく思います。本日はどうもおめ
でとうございます。

　東原でございます。歴史ある東書教育賞を受
賞された先生方、おめでとうございます。会場
の皆様方に思い出していただきたいことがあり
ます。ご自身が中学生のころの理科の授業です。
中学生としての皆さんが理科室に座っています。
４人ぐらいで一つのグループを作っていたかと
思います。あのころ自分は、その理科の授業の
中で、どんな役割を果たしていましたか。私の
隣にいたＨさんは、自分からどんどん実験を
やっていきました。私は彼が何をするのかなと
思って横で見ていました。目の前にいる女の子
は実験には一切手をつけませんでしたが、私た
ちは彼女を頼りにしていました。なぜかといえ
ば、克明な実験ノートを書いてくれるからです。
そして、残りの友達はいつも隣のグループに
ちょっかいに出歩いていました。これが、私が
経験してきた理科の授業です。皆様方は、いか
がだったでしょうか。

　中学校の部で特別賞を受賞された中西一雄先
生の研究は、すべての子どもたちが主体的に理
科の授業に取り組むために、どのような役割を
子どもたちにもたせたらいいかということを工
夫されたものです。しかもそれを、中学１年生
から３年生まで継続的に同じ手法で10回の授業
にわたって実践されたことを報告され、その成
果が絶大であることを示されたものです。
　もう少し具体的に申しますと、たとえば植物
のつくりについて勉強するときに、たとえば同
じ生活グループの４人が、Ａさんは根のことを
しっかりやってください、Ｂさんは茎、Ｃさん
は葉っぱと分担します。根のことだけを学習す
る子どもたちを、根の専門家として左前方に集
めるんですね。茎のことを勉強する子は右後方
の方に集めるわけです。そして、中西先生ご自
身がお作りになったタブレットのデジタルコン
テンツを使ったり、インターネットに接続した
り、あるいは実験をしたりして子どもたちは進
めていきます。実験をした場合には写真や動画
を撮ります。
　次のステップでは、自分の元のグループに
戻ってきて、根を専門に勉強していた友達に、
私は茎でこんなことをやったのよ、と説明して
あげるわけです。もちろんタブレットを使って
写真や動画を編集したものを使いながら説明し
ます。つまり、全員がグループに戻って説明し
なければならない責任をもたされてしまうわけ
です。これは手法としてジグソー法という名前
がついていますが、それをなされました。
　そして、理科の授業や実験にやりがいがあり
ますかといった質問をしたときに、中学３年に
なってから、ほとんど全員の生徒が、「やりが
いがある」と答えた、そういうすばらしい実践
をされました。
　この実践では自然にICTが活用されています。
情報活用能力はすべての教科の学習の基盤であ
ると学習指導要領の中で位置づけられましたが、
まさにそれを具現化された実践をされました。
大変すばらしい、これからの見本となるような
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ものです。さらに先生がお気づきになってい
らっしゃることは、子どもたちがジグソー法と
いう、ある意味で型にはまった勉強のしかたを
してしまったのでは、それでは本物ではないだ
ろうとご自身の論文の中でご指摘されています。
もっと自由にやることのほうが本当だろうと。
論文を書いたあとの２学期、３学期はそれに挑
戦すると書かれていますので、懇親会ではその
成果を皆様に報告していただきたいなと思って
いるところでございます。
　次に、プログラミング教育に関する今年の論
文の特徴についてご紹介いたします。
　これまでは、こういう場面でプログラミング
をやってみましたという論文が多かったのです
が、今年は、子どもたちがプログラムをこのよ
うに改善しましたとか、共同でプログラミング
しましたとか、プログラムを遠くの学校、海外
にまで見てもらって、意見をもらって修正をし
ましたとか、そういう要素が入ってきていまし

た。それから、先生がとかく説明してしまいが
ちな授業ではなく、子どもたちがいろいろ試し
てみて、改善して論理的に考えて、また試して
みる、そのようにしてプログラミングを学んで
いくスタイルをとった授業、年間を通してのカ
リキュラムをどうしていったらいいのかの視点
をもったもの、そういうものが出てきておりま
した。
　来年は、プログラミング教育で実際にどのよ
うな力が本当についたのかを示してくださるも
のがあるといいなと、個人的に期待しています。
しかもそれが、これまでのような評価方法では
なく、プログラミング教育で狙っている観点か
ら評価するような実践が出てきたらいいと考え
ています。どうぞお帰りになりましたら、お隣
の先生にご紹介ください。あるいはご自身で
チャレンジしていただいて、投稿していただけ
るとありがたいと思います。
　本日は、本当におめでとうございました。


